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事業概要 
 

事業目的 

アジア経済圏の主要都市であるソウル，上海，香港，台北に本県の青少年を派遣し，

訪問国の若い企業人等との交流や経済活動の現場体験等を通して，次代の鹿児島をリ

ードする国際的な人材を育成する。 

研修日程 

 

 

○上海コース 

   派 遣 先 ： 上海 

   事前研修 ： 令和元年 ９月２１日（土） 

   現地研修 ： 令和元年１０月１６日（水）～１０月１９日（土） 

 

○台北コース 

   派 遣 先 ： 台北 

   事前研修 ： 令和元年１０月２６日（土） 

   現地研修 ： 令和元年１１月２５日（月）～１１月２８日（木） 

 

 

 

 

 

 ※令和元年度は上海コース・台北コースのみ実施  

○派遣後研修  ： 令和２年 ２月２２日（土） 

           ２コース合同の研修会を実施 

参加者 

 

鹿児島県内に居住，又は鹿児島県に所在する企業等に勤務する者等で，引き続き

鹿児島県内に居住，又は勤務しようとする概ね１８歳以上３０歳代前半までの者 

                      合計 ４７人 

【内訳】 

上海コース 

団長 渡 康嘉 氏（南国警備株式会社） 

団員 
企業推薦 １５人 男性 ９人  計 

一般公募 ６人 女性 １２人  ２１人 

 

台北コース 

団長 脇野 真梨江 氏（株式会社 Climbest） 

団員 
企業推薦 ２１人 男性 １５人  計 

一般公募 ５人 女性 １１人  ２６人 
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【上海コース】 【台北コース】 

研修日程〔３泊４日〕 

 

 

 

月日 研修内容等         月日 研修内容等  

10／16 

（水） 

（移動） 

鹿児島空港発 

上海浦東国際空港着 

 

集団研修 

現地企業人との意見交換 

  

11／25 

（月） 

（移動） 

鹿児島空港発 

台湾桃園国際空港着 

 

集団研修 

現地企業人と意見交換 

10／17 

（木） 

集団研修① 

現地の専門家による講義 

【講師】 

東華大学 張盈盈 

（張英英：チョウインイン） 氏 

 

個別研修① 

４班に分かれ企業・団体を訪問 

１班 伝統芸術京劇（上海京劇院） 

２班 光明食品 

３班 伝統芸術京劇（上海京劇院） 

４班 上海孫橋農業園 

 

集団研修② 

現地企業人と意見交換 

 

11／26 

（火） 

集団研修① 

現地の専門家による講義，見学 

【講師】 

株式会社熊谷組 スタッフ 

個別研修① 

５班に分かれ企業・団体を訪問 

１班 黑丸嫩仙草觀光工廠 

２班 手信坊創意和菓子文化館 

３班 黑丸嫩仙草觀光工廠 

４班 黑丸嫩仙草觀光工廠 

５班 手信坊創意和菓子文化館 

 

集団研修② 

現地企業人と意見交換 

10／18 

(金) 

個別研修② 

４班に分かれ企業・団体を訪問 

１班 上海孫橋農業園 

２班 伝統芸術京劇（上海京劇院） 

３班 上海太太楽株式有限公司 

４班 伝統芸術京劇（上海京劇院） 

 

個人研修 

自ら設定したテーマに基づき， 

研修を行う。 

 

11／27 

（水） 

個別研修② 

５班に分かれ企業・団体を訪問 

１班 ATOP 王鼎時間科藝體驗館 

２班 郭元益食品メーカー 

３班 HIS 台北支店 

４班 ATOP 王鼎時間科藝體驗館 

５班 黑丸嫩仙草觀光工廠 

 

個人研修 

自ら設定したテーマに基づき， 

研修を行う。 

 

10／19 

（土） 

（移動） 

上海浦東国際空港発 

鹿児島空港着 

 

11／28 

（木） 

（移動） 

台湾桃園国際空港発 

鹿児島空港着 
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上海コース 

 

【集団研修（講義）】 

１ 講師 

 東華大学 張盈盈（張英英：チョウインイン） 氏 

 

２ 講演テーマ 

  新中国成立 70周年から見る中国経済発展の歩み 

 

３ 概要 

  中国の経済発展の概要と中国のインターネットの発展

についての講話 

 

 ４ 参加者の感想 

  ・他国に負けないよう独自に様々な努力をし，経済をここまで発展させてきたことを感じた。 

 

  ・通訳の方が同時通訳をしてくださったが，講師が話す内容と通訳が訳した日本語が全く同じ

なわけではないと気づいた。言語を勉強し，自分の言葉で話すことの意義を知った。 

 

  ・中国共産党からの指示により経済発展，環境問題の解決を図る一方で，政府の指示に従わな

い場合に厳しい罰則となっているなど，政府の力強さを実感した。 

 

【集団研修（意見交換会）】 

１ 概要 

  現地企業人との意見交換，鹿児島をＰＲするプレゼンテーション 

 

 ２ 参加者の感想 

・ 中国と日本の間での政治的な考え方や体制，

生活文化の違いに驚いた。相互の国について

理解し，考え方を共有することで新しいビジ

ネス発展に繋げられると改めて感じた。 

 

・ 現地企業の方に中国での食事のマナーや中

国の食文化，日本との繋がりを教えていただ

いた。 

 

・ 鹿児島についてプレゼンをした後に，現地の

方々が鹿児島についてとても興味深く聞いて

くださったので，機会があれば是非鹿児島にき

てほしいと思った。 

 

・ 海外の方に鹿児島をＰＲするには，自分自身

が鹿児島のそれぞれの特色をしっかりと経験

する必要があると実感した。 
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    【個別研修】 

１ 概要 

５～６人のグループでの企業視察等 

  

２ 参加者の感想 

○ 伝統芸術京劇上海京劇院 

 

・ 日本の歌舞伎に似ており， 

京劇も同じように次の世 

代に残すように守ってい 

く必要があると感じた。 

 

・ 舞台で１分演じるため 

に，１０年の練習が必要 

という言葉に感銘を受けた。 

 

 ・ 中国の伝統的な文化に初めて触れたが，とても魅力と奥   

深さがあり印象に残った。日本の伝統文化の良さについて  

も，多くの国の方々に伝えていきたいと思った。 

 

 ・ 中国はＳＮＳを活用した魅せ方がピカイチで，時代の取 

り込み方がとても上手いと感じた。改めて文化を残してい 

くためには，ターゲットをきちんと見極め，その時代に合 

った見せ方をしていく必要があるのだと感じた。 

 

・ 先生の授業の終盤に，親子らしき２人が現れた。娘さんは 

先生の生徒だったようで，私たちの見学の後にレッスンがあ 

るということだった。 

伝統文化を習い事に 

していることと，お 

父さんが送りに来た 

ことに驚いた。中国 

では男性が家庭に入 

るのが一般的なのか 

気になった。 

 

 

○ 上海太太楽株式有限公司 

 

 ・ 世界各国の調味料を生産することで国内から世界への販売 

と輸出をし，常に１歩先を進んでいるという自信が伝わって 

きた。 

 

 ・ 工場視察前は，中国の食品工場は衛生管理が杜撰で，いい 

イメージを持っていなかったが，工場の視察により食の安心 

安全を徹底していることを知ることができるとともに，悪い 

印象を払拭することができた。 

 

 

 

○伝統芸術京劇上海京劇院 

上海北京オペラ劇場は，

1955 年に設立された中国の

有名な舞台芸術グループで

国の重要な北京オペラ座で

ある。ユニークな芸術スタイ

ルや，美しい文化的景観を作

り出しており，上海の才能あ

る人材が集まる。有名な作品

には伝統的で古典的な作品

もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○上海太太楽株式有限公司 

中国のチキンエッセンス，

チキンパウダー等の調味料

の製造を行っている。スイス

のネスレファミリーの一員

であり，世界の食品会社の大

手上位３社の１つである。う

ま味科学の研究と推進に取

り組んでおり，うま味業界の

技術革新を推進している。 

上海コース 
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○ 光明食品（集団）有限公司 

 

 ・ 自分自身，牛乳は冷蔵するものという認識しかなかった  

が，中国人は“基本的に冷えているものを口にしない”と 

いう文化があり，そういった違いも知ることができた。 

  

・ 出荷できずに余った牛乳は粉にして販売したり，使い終 

わった紙パックを回収し，ノートやペン，ベンチなどに加 

工したりしているという話を聞き，環境を意識して取り組 

んでいることを改めて実感した。 

 

 ・ 光明食品では，牛乳の製品を常温で販売しているものが 

あり，製造から６か月常温で保つとのこと。これは，非常 

食としても，牛乳は栄養価が高いので日本にあってもよい 

商品だと感じた。 

 

 

 

○ 上海孫橋農業園 

 

 ・ 想像以上の広大さに唖然とするばかりであり，企業単位 

で管理の仕方や研究内容が異なっていたが，日本の同様な 

農業園と大差ないように感じた。 

 

 ・ これからは人の代わりに機械が仕事をしていくことが増 

加するのだと感じるとともに，人がしている仕事をここま 

で軽減できる技術に驚いた。 

 

 ・ ほとんど機械化されていた農園でなぜ，あえて種まきと 

収穫は人手で行われているのか聞いてみると，機械導入費 

用と人件費では中国では人件費の方が安いためだというこ 

と。人手を使うことは雇用の創出にもつながるため，悪い 

ことばかりではないように思ったのに加え，機械化がメリ 

ットだけを生み出すわけではないと再認識した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○光明食品（集団）有限公司 

中国最大級の食品産業集

団で食料資源から製品加工，

流通，リテール（個人への販

売）に至る食品バリューチェ

ーンを中国国内で構築して

いる。代表的な商品のひとつ

である砂糖のほか，乳製品や

酒類，缶詰など中国で有力な

ブランドを多数保有してい

る。 

 

 

 

 

○上海孫橋農業園 

孫橋現代農業開発区は国

家農業科学ならびに技術区

のひとつである。工場的農業

の先進的企業として，緑色野

菜の温室栽培の国家の中で

の模範となっている。1994

年に設立し，1998 年まで国

が運営した。それ以降は株式

会社になった。オランダから

の施設，国内産の施設を導入

し，果菜類，キノコの他，魚

の養殖なども行っている。 

 

上海コース 
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     【個人研修】 

１ 概要 

 参加者個人が各自で設定したテーマに基づき実施する研修 

 

２ 研修内容  

 

① 

 

 

 

 

 

〈参加者の研修レポートから抜粋〉 

 

 

 

 

業 種：大学生  

テーマ：サポートとは 

場 所：上海日本領事館，外灘 

上海コース 
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② 

 

 

 

 

 

 

〈参加者の研修レポートから抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種：静脈産業ビジネス 

テーマ：家庭ごみ・産業廃棄物の取り扱いと住民意識への条例施行の持つ影響力 

場 所：上海市内 

上海コース 
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③ 

 

 

 

 

 

〈参加者の研修レポートから抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種： 福祉 

テーマ： 中国における福祉と地域の関係について 

     －日本との共通点と違いを学ぶ－ 

場 所： 上海市内の店舗や観光地，公共交通機関 

上海コース 
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【研修成果】 

 

・ 世界経済を牽引している中国，その中

国の中でトップを走る上海を訪れたこ

とにより，日本・鹿児島にいては感じる

ことができない，驚異的なスピードで経

済成長していることを実感することが

できたのは，とても貴重な体験になった。 

 

・ 研修の目的の１つであった，中国語を

使って現地の方とコミュニケーションを

とる，ということに関しては，積極的に

コミュニケーションをとることができた。

特に２日目の意見交換会では，同じテーブルの現地企業人の方と会社の話から世間話まで中国語

を使ってできた。 

 

・ 良い点・改善が必要な点とそれぞれあるが，グローバルな視野を持ち，お互いの国についての

理解を深めることは非常に大切なことだと学んだ。 

 

・ 実際に訪問することで，自分が中国に対して思っていた勝手な価値観や固定概念を変えること

ができ，実際に自分の目で確かめたり，体験したりすることの大切さや自分から行動して知識を

得ることの大切さを学んだ。 

 

 

【研修成果の今後への反映】 

 

・ 今回，同行したメンバーと様々な景色

や文化，企業などを見ることができて，

それぞれ感じることや視点の違いを感

じたことも自分にとって，とてもよい刺

激となった。現地人との交流会にて，現

地の方に鹿児島のＰＲをしましたが，こ

の上海研修で学んだことを各自が自身

の成長や会社の成長に繋げ，鹿児島の発

展に繋げていけたらと思う。 

 

・ 中国文化風習に触れて，日本で当たり

前としてきたサービス，心配りは，海外

からしたら新鮮であり，真心がこもっていることを改めて感じられるようになり，日本の長所（強

み）を自覚することができたので，今後の鹿児島のＰＲや活性化にも貢献していきたい。 

 

・ 本研修を通じて，異文化理解の重要性を感じた。今後鹿児島に留学生として，観光客として，

ビジネスマンとして訪れる外国人はより一層増えるだろう。その中で，少なからず言語や文化の

壁にぶち当たる人々がいる。彼らのサポートができるよう，今後大学で現在の私に足りない要素

を学び，身につけ，活用することで地域に貢献したい。 

 

上海コース 
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台北コース 

【集団研修（講義）】 

１ 講師 

  台湾ＷＴＪ 勅使河原 達也 氏 

（元 株式会社熊谷組）  

 

２ 講演テーマ 

  「台北１０１」の建設や台北ビジネスについて      

 

３ 概要 

  「台北１０１」を建設した株式会社熊谷組の元スタッフによる「台北１０１」を見学しなが

らの説明  

 

 ４ 参加者の感想 

  ・人々の命や財産を守る為の高度な技術が目の前にあり，とても感動した。 

 

  ・台湾の人々は物事に対し白黒はっきりするのではなくグレーをよしとする文化があるとのお

話から，はっきりと物事を伝えずオブラートに包む習慣のある日本人に酷似していて共感を

覚えた。 

 

  ・ただ高いのではなく運気を受け止めるデザイン，お金のマーク，耳かき（にょい棒）をシン

ボルにしているところも斬新で台湾ならではの風習を感じた。 

 

【集団研修（講義）】 

 

 １ 概要 

  現地企業人との意見交換，鹿児島をＰＲするプレゼンテーション 

 

 ２ 参加者の感想 

・ 日本ではまだ政治に関心を持つ若者が少ない中，有権者としての意識の高さと自分たちの

国をより良くする為に政治への参加は不可欠であること

を改めて教えていただいた。 

 

・ 各グループ趣向を凝らしたプレゼンを行っており，非

常に勉強になった。プレゼン終了後は，現地の方から，

プレゼン内容についての質問なども受け，少しでも鹿児

島に興味をもってもらうことができたのではないかと思

う。 

・ 現地企業人との交流会を行い，台湾の方々は言語・  

コミュニケーション能力に長けており，常にアジアを 

視野に入れていることを感じた。 

 

・ 台湾では働いている女性が多く，女性が料理をすべ 

きという考えはあまり強くないため，外食の機会が多 

いということだが，日本も女性の社会進出が増してお 

り，これからそういう流れになるのではと感じた。 
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    【個別研修】 

１ 概要 

 ５～６人のグループでの企業視察等 

 

２ 参加者の感想 

○ 黑丸嫩仙草觀光工廠 

 

  ・ タロイモ団子は，初めて経験する香り，食感，味で 

不思議な感覚だった。台湾独自の食文化に触れた良い 

経験だった。 

  

・ 仙草には，昔に村で病気が流行ったときに困った村 

長が仙人に会い，その際に仙草を食べたという話があ 

った。日本にもある昔話と一緒であると感じた。 

  

・ 工場には，国外の人にも対応できるように英語・日 

本語が話せるスタッフがおり，また小さな子どものた 

めにビデオ説明にはクイズが盛り込まれていて，誰で 

も楽しめるように工夫がされていると感じた。 

  

・ 工場内は小学校を思い出させる机を椅子が置いてあ 

り，スクリーンにて仙草の歴史を学び台湾にとって大 

切な存在であることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 手信坊創意和菓子文化館 

 

  ・ 試食できるお菓子の種類が心なしか日本のお土産屋 

さんよりも多い気がした。試食をすることで，お客さ 

んはそのお菓子がどのようなものか理解するため，商 

品を買いやすくなるのではないかと感じた。 

  

・ 工場の創業者が日本へ留学経験があることから，日 

本風景を彷彿とさせる外装になっており，台湾が親日 

国家であることを強く認識できた。 

 

 

○黑丸嫩仙草觀光工廠 

台湾デザートが楽しめる

人気店「黑丸嫩仙草」の観光

工場。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○手信坊創意和菓子文化館 

２０１１年台北市で行わ

れたパイナップルケーキ達

人コンテストで金賞を受賞

した新北市にある，人気のお

菓子ブランド。 

台北コース 
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○ ATOP 王鼎時間科藝體驗館 

 

  ・ 作業場を見学したが，古い機械もきれいに整備され 

ており，整理整頓・作業エリアの区分けなどもしっか 

りなされていることから人が作業しやすい環境である 

ように感じた。 

  

・ 「前に進むと他企業と競争になるため，あえて一歩 

下がってノスタルジックな（古い）物を作ることで， 

新しい物を生み出す」という言葉に，物事を多角的に 

考える事の大切さや，自社ブランドや技術が世界的に 

も一番であることに，強く誇りを持っていることが伝 

わってきた。 

 

 

○ 郭元益食品メーカー 

  

・ 自分が作ったケ―キを区別できるよう，それぞれの 

マークを作っていれた。隣の韓国や台湾の子どもたち 

のマークを見て，それだけでも考えが違い，国際感が 

溢れていた。 

  

・ 日本人だけでなく，台湾・アメリカ・中国と様々な 

国の方と共に作業を行うという時間も体験することが 

できた。共に作業 

をすることでその 

国の個性が現れて 

同じ作業でも異な 

る点が見えておも 

しろいと感じた。 

 

 

 

○ ＨＩＳ 台北支店 

   

・ 同じ三普の日本支社と競合しているのが不思議な現 

象だった。自分も営業職なので競合がいるのは普通だが， 

同じグループ内で競合するというのは珍しいことなので 

はないかと思う。 

   

・ 日本（鹿児島）企業ではまだまだ男性社員が半数以 

上を占めいている感じだが，ＨＩＳ台湾は全体の７割が 

女性であることにビックリした。日本でも徐々に女性の 

活躍は見られるようになったが，海外を見るとまだまだ 

女性の活躍が必要かと感じた。 

 

 

 

○ATOP 王鼎時間科藝體驗館 

五感で時間を感じること

のできる施設で，時計のＤＩ

Ｙ体験を行っている。 

 

 

 

 

 

 

○郭元益食品メーカー 

台湾のお土産で定番のパ

イナップルケーキなどを販

売する台湾で最も有名なお

菓子メーカーである。 

 

 

 

 

 

 

 

○ＨＩＳ 台北支店 

ＨＩＳの台北支店であり，

日本から旅行者向けサービ

ス，台北からの旅行者サービ

スを展開している。日本語が

話せるスタッフが多い。 

台北コース 
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【個人研修】 

１ 概要 

 参加者個人が各自で設定したテーマに基づき実施する研修 

 

２ 研修内容  

 

① 

 

 

 

 

 

〈参加者の研修レポートから抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種：中小企業支援 

テーマ：県内小規模事業者に対する海外展開支援ノウハウの確立・関係機関等

との人脈の構築 

場 所：鹿児島銀行台北駐在員事務所  

台北コース 
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② 

 

 

 

〈参加者の研修レポートから抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

〈参加者の研修レポートから抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種：建築 

テーマ：台北の建築について 

場 所：新北投車站，台北市立図書館北投分館，北投温泉博物館 

台北コース 

業 種：装花，花の販売 

テーマ：台北にどのように花が根付いていて社会にどのように寄与しているのか  

場 所：台北フローリスト訪問，台北花市場 
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      【研修成果】 

・ 中学・高校で英語を学んだが，実用的に使うにはほど遠いレベルしか身についていないが，現

地の方々は日本へ年に数回旅行で訪ねてくることもあり，日常会話を十分に行える日本語を習得

しており，海外を視野に入れた意識の違いを痛感させられた。 

 

・ 鹿児島には，魅力的な観光資源がたくさん

ある中で，その魅力発信を十分にできている

のだろうかと感じた。まだまだ鹿児島の良い

ところを県内外に発信していく必要がある

のではないかと思った。 

 

・ 知らない土地でも自分の力で交通機関など

を使い無事に研修ができたのは，すごくい

い経験になったし自信にも繋がった。 

 

・ 個人研修では初めての地で事前アポイント

から企業訪問まで自分自身で計画を立てて進めるなど，通常の業務ではなかなか体験することが

できないことを体験でき，海外を目や耳など五感で感じることができた。これは本当に貴重な体

験であった。 

 

・ 急速に変化している社会の中で，取り残されず新しいものを生み出すためには，新しいものを

を吸収していく力と自ら選択し生かしていく力が求められると感じた。 

 

【研修成果の今後への反映】 

・ 今回最も大事にしようとしたこと

が，鹿児島の企業の方々との交流で

あった。今後も異業種であるが，交

流を続け，助け合い協力しあえる繋

がりを大切にしていきたい。そして，

台北で見学した商業施設等を参考

に，今後の売り場作りやリモデルを

控える売り場へ様々な提案をして

いきたい。 

 

・ 台北という全く環境の異なる国，

場所で生活をし，異なる業種の方々

との交流や同じテーマを持って共に研修をした経験は，今後，自身の意見を持ちながら，相手と

一緒に考えてやり遂げることへの自身に繋がると考える。今後は，介護のことは介護の業種だけ

で考えるのでなく，異なる業種，異なる国，場所のことも学びつつ，広い見聞をもって仕事に携

わることが大切であると考える。 

 

・ 今まではインバウンドのお客様に対して，普通の接客で満足していたが，今回の研修で他国の

良さを感じたことで，これからは自らも地元「鹿児島」の良さを観光客に伝える思考を持ったサ

ービスや取り組みを行っていく。 

 

・ 今回の研修だけで，情報，知識，経験の習得と終わらせるのではなく，今後展開を想定してい

るアジア地域でのそれぞれのニーズ，食文化などの情報収集，またそれに沿った商品開発を明確

な経験，知識を基に行うことで，今回の研修を有効活用していきたいと考える。 

台北コース 
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研修成果(所属企業・団体からの意見) 

 

 

 

・ 海外に行くこと自体は珍しいことではないかもし

れないが，同世代の異業種の方々と，テーマを設定

して視察をし，意見交換ができたことは「観る」だ

けでなく「考える」視点が増えることなり，得難い

研修体験になったと考える。話に聞くだけでなく，

現地・現場・現物を見ることの重要性を実感できた

ことは，平生の仕事に臨む姿勢に良い影響をもたら

すのではないか。 

 

 

・ 具体的な課題や目標を持って今回の研修に臨み，

実際には，計画どおりに行かないこともあったようで

あるが，その中でも工夫して研鑽を積めたようである。

また，勤務する館内で起きた出来事と研修内で気づい

た国の文化や習慣の違いを結びつけるなど，海外から

の観光客やその文化を学ぼうという意識の高まりも

感じられる。今回の研修で得たことを自分自身のこと

だけでなく，周りのメンバーにも広く知ってもらうな

ど，館での仕事に生かしてもらいたい。 

 

 

・ 一緒に研修に参加した異なる業種の様々な人々，ま

た，現地で働き，生活をしている人々と交流をもつこ

とで，視野も広がり，今まではなかった新たな視点で

物事を考えられるようになったと思う。また，鹿児島

を紹介するプレゼンテーションなどは，普段の業務の

中ではあまり経験することがなく，情報を発信するス

キルの向上につながったのではないか。 

 

 

・ 「当たり前のことが，当たり前でない」，「物事は考

え方次第で見方が大きく変わる」。レポートの中にあっ

た文章で，今回の研修がいかに素晴らしい体験であっ

たかが覗える。多様性社会を創造してゆかなければい

けない世代にとって，自分と異なる環境，異なる考え

方の人と接し，話し，認め合うことは必要不可欠なこ

とであると認識してもらえたのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

上海・台北コース 
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